





原 　 弘 明
第 1 　事案の概要
1 　原告 Xは，被告Y（あいおい損保）の個人総合自動車保険契約の契約者・






















































いうものと通常解釈されている。そして，同条項，道交法117条の 2第 1 号
























































主張は，酒気帯び運転に関する道交法６5条 1 項の罰則規定である117条の 2
の 2 第 1 号の基準である同法施行令４４条の 3が，呼気 1リットルにつき0.15
ミリグラムの濃度を基準としていることに基づくものと思われる。しかし，
法６5条 1 項は「酒気を帯びて」とのみ規定し，罰則レベルとしてより重い態







































































































































































原告の主張 0.15ミリ基準 Ｎ／Ａ 免責否定
被告の主張 社会通念基準 不　要 免責肯定
裁判所の見解 社会通念基準 必　要 免責肯定
